








要約:生後 6ヵ月児以降から幼児を中心としたウイルソン病スクリーニング約 21 年間のパ

イロット・スタディ成績について報告した。27,512 名の血液検体について、血中セルロ

プラスミンのカット・オフ値 15.0mg/dl に設定し、主として PCFIA 法および ELISA 法によ

り実施した。カット・オフ値15mg/dl を以下は、110 名(0.39%)であった。再検者 52 名(再

採血者)であり、現在までに同胞例を含む 3 例のウイルソン病患児が発見されたが平成 9

年度は、新しい患児の発現に至らなかった。今年度は、乳幼児期の血中セルロプラスミン

値の年月齢別基準値を ELISA法により測定し、幼児期のカット・オフ値について検討した。


